
 

  

八坂地区の人口：849人 

（男・女 高齢化率 36.0％） 

八坂地区の世帯：364世帯 

    （平成３０年 10 月 1 日現在） 

 
11 月号の記事 
 

地域づくり協議会の活動から 

地区活動 

保育園・公民館から 

八坂小・中学校 

コミュニティ・スクール 

 

育てる会 

敬老会 

きらり話題の八坂人 

 

八 坂 地 域 づ く り 協 議 会  http://www.shinshu-yasaka.com    2018.11.1 

 

 10 月 3 日（水）に「明日香荘」で 

八坂地区敬老会があり、たけのこ保育園の

園児の踊りと八坂小学校の 4 年生の歌と踊

り、ゲームがあり、皆さんと一緒に楽しい

ひと時を過ごしました。（写真は、4 年生

の生徒さんが皆さんと握手をして回ってい

る様子です） 

※関連記事は 9 ページ 
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地域づくり協議会の活動から 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

市長陳情活動 

－2－ 

10月 10日八坂地域づくり協議会では、過疎対策等に関する事項について正副会長が、 

大町市長に対して陳情活動を行いました。陳情の内容は次のとおりです。 

 １過疎対策への取り組み 

  ・定住促進住宅建設事業の継続 

  ・有害鳥獣被害対策事業の継続・強化 

  ・松枯れ対策の推進 

 ２過疎地域での防災対策 

  ・防火水槽の新設 舟場地区 

 ３市道の整備 

(1)道路舗装工事       (2)道路改良工事 

  ・市道矢下野平線       ・市道相川四辻線 

  ・市道押の田宮の尾線      ・市道栃沢上村線(国道入り口) 

  ・市道大塚鳥立線       (3)道路防災工事 

  ・市道小松尾線        ・市道押の田宮の尾線 (切久保沢付近) 

  ・市道舟場刈干場線      ・市道曽山 1号線 (集会場付近) 

  ・市道大塚野平線              ・市道小菅仲間線 (災害対策箇所) 

  ・明野集落内の市道 

 石
原
自
治
振
興
会 

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会 

 

石
原
自
治
振
興
会
で
は
、
10
月
14
日

に
恒
例
と
な
り
ま
し
た
、
収
穫
祭
と
い
う

こ
と
で
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
と
懇
親

会
を
、
生
坂
村
の
や
ま
な
み
荘
で
行
い
ま

し
た
。 

 

当
日
は
絶
好
の
好
天
に
恵
ま
れ
、
午
前

中
は
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

好
プ
レ
ー
、
珍
プ
レ
ー
の
続
出
で
、
ホ
ー

ル
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
、
笑
い
声
や
絶
叫
が

聞
こ
え
て
き
て
、
と
て
も
楽
し
い
ラ
ウ
ン

ド
と
な
り
ま
し
た
。 

 

昼
か
ら
は
、
美
味
し
い
料
理
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
秋
の
天
候
不
順
に
気
を
揉
み

な
が
ら
も
な
ん
と
か
収
穫
期
を
迎
え
ら
れ

た
こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
、
懇
親
会
で
親
睦

を
深
め
ま
し
た
。 

 

期 日 区    分 内     容     等 

9/14 第 2 回地域づくり協議会地域振興検討会議  

9/19 第 3 回やさかだより編集委員会 ・やさかだより 11 月号編集会議 

9/27 第 4 回地域振興部会 ・先進地視察研修について 

10/10 市長陳情活動  

10/10 八坂地区防災関係者連絡調整会議  

10/16 第 4 回地域づくり協議会  
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野
平
神
社
の
大
祭
が
、
１０
月
６
、
７

日
に
渡
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
台
風
の

影
響
で
お
祭
り
の
途
中
よ
り
風
が
強
く

な
り
、
幟
を
下
げ
た
り
し
ま
し
た
が
、

２
日
間
共
、好
天
気
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。 

 

６
日
朝
か
ら
、
氏
子
総
出
で
準
備
を

行
い
、
子
供
達
に
も
手
伝
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
年
々
、
氏
子
が
減
っ
て
来
て

は
い
ま
す
が
、
当
神
社
で
は
小
中
高
生

が
参
加
し
て
、
練
習
も
一
生
懸
命
や
っ

て
も
ら
い
、
神
様
も
喜
ん
で
い
る
と
思

い
ま
す
。
夜
７
時
、
道
中
囃
子
か
ら
子

供
達
た
ち
に
よ
る
奉
納
獅
子
舞
が
あ

り
、
練
習
の
成
果
が
良
く
出
て
い
ま
し

た
。 

の
爽
快
さ
、
満
足
感
を
エ
ン
ト
ラ
ン
ト
の

皆
さ
ん
は
感
じ
て
、
毎
回
こ
の
八
坂
の
地

を
訪
ね
て
下
さ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
あ
り

が
た
い
こ
と
で
す
ね
。 

何
回
も
崖
落
ち
が
あ
り
ま
し
た
が
、

レ
ー
ス
時
間
内
に
バ
イ
ク
の
回
収
が
で
き

た
ラ
イ
ダ
ー
は
競
技
に
復
帰
出
来
ま
し

た
。
け
が
や
事
故
は
付
き
物
で
す
が
、
そ

の
対
応
能
力
の
確
か
さ
が
、
「
八
坂
オ
フ

ミ
」
と
し
て
エ
ン
ト
ラ
ン
ト
の
皆
さ
ん
か

ら
来
年
も
や
っ
て
下
さ
い
と
言
っ
て
頂
け

る
所
以
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

迎
え
る
我
々
も
ト
シ
を
重
ね
、
運
営
方

法
も
そ
れ
な
り
に
向
上
し
て
き
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
が
、

そ
れ
は
ひ
と
え
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
何
日

も
関
わ
っ
て
く
れ
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
の
皆

さ
ん
の
お
陰
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。ス
タ
ッ

フ
随
時
募
集
中
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。 

 

8
時
頃
か
ら
余
興
の
演
芸
が
始
ま

り
ま
し
た
。
今
年
の
源
之
丞
一
座
の

歌
と
踊
り
の
舞
台
は
、
子
供
達
に
は

難
し
す
ぎ
る
か
と
思
い
ま
し
た
が
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ボ
ン
バ
ー
の
「
女
々
し

く
て
」
の
時
は
、
小
さ
い
子
供
た
ち

も
大
う
け
で
し
た
。 

地
区
内
外
よ
り
、
多
く
の
人
に
来

て
い
た
だ
き
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。 

 

７
日
朝
か
ら
、
道
祖
神
祭
り
を
地

区
内
の
２
ヶ
所
で
行
い
、
獅
子
舞
を

奉
納
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昼
食
の

寿
司
を
頂
き
、
昼
祭
の
祭
事
を
行
い
、

子
供
た
ち
に
よ
る
獅
子
舞
を
奉
納
し
、

平
成
30
年
度
野
平
神
社
大
祭
関
係

行
事
を
終
了
し
ま
し
た
。 

  

皆
さ
ん
は
バ
イ
ク
乗
ら
れ
ま
す
？
道
の
駅

な
ど
で
休
ん
で
い
る
ラ
イ
ダ
ー
は
ほ
ぼ
ほ

ぼ
、
お
じ
さ
ん
と
お
ば
さ
ん
ば
か
り
で
、
昨

今
の
若
者
の
、
バ
イ
ク
離
れ
に
は
、
バ
イ
ク

愛
好
家
と
し
て
は
寂
し
い
も
の
を
感
じ
ま

す
。颯
爽
と
ス
ポ
ー
ツ
バ
イ
ク
に
跨
る
若
者

を
見
か
け
る
こ
と
は
、本
当
に
少
な
く
な
り

ま
し
た
。 

私
た
ち
の
主
催
、
運
営
す
る
八
坂
オ
フ

ロ
ー
ド
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
通
称 

八
坂
オ
フ

ミ
）
も
回
を
重
ね
、
今
夏
で
２９
回
目
と
な

り
、参
加
ラ
イ
ダ
ー
も
皆
お
じ
さ
ん
と
お
ば

さ
ん
に
な
り
、
稀
に
10
代
20
代
の
若
者
が

父
親
や
、会
社
の
先
輩
等
に
そ
そ
の
か
さ
れ

て
走
っ
て
は
く
れ
ま
す
が
、ま
だ
ま
だ
修
行

が
足
り
な
い
な
ん
て
言
わ
れ
て
い
ま
す
ね
。 

夏
草
が
覆
い
落
石
が
ご
ろ
ご
ろ
し
て
い
る

道
や
、ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
無
い
崖
っ
ぷ
ち
の

荒
道
を
、そ
れ
な
り
の
ス
ピ
ー
ド
で
走
る
こ

と
っ
て
、
怖
い
で
す
。で
も
自
分
な
り
の
ペ
ー

ス
で
、ス
ピ
ー
ド
と
ス
リ
ル
に
酔
い
な
が
ら
、

自
然
い
っ
ぱ
い
の
山
の
中
を
駆
け
回
る
こ
と 

 

野
平
地
区 

野
平
神
社
の
お
祭
り 

第 29 回八坂オフロード

ミーティングを終えて 

実行委員長 田中照幸 
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建設水道部建設課維持係へ 

《転入》 

 

宮澤 英一 

 

９
月

日
（
水
）
た
け
の
こ
保
育

園
に
て
、
ホ
ー
ボ
ー
ズ
・
パ
ペ
ッ
ト
シ

ア
タ
ー
に
よ
る
人
形
劇「
へ
っ
こ
き
あ

ね
さ
」
が
あ
り
ま
し
た
。
昔
話
を
少
し

ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
で
、人
形
達
が
繰

り
広
げ
る
コ
ミ
カ
ル
な
お
話
に
引
き

込
ま
れ
、思
わ
ず
大
笑
い
の
子
ど
も
達

で
し
た
。
こ
の
日
は
、
小
学
校
１
年
生

の
お
友
達
も
園
に
遊
び
に
来
て
く
れ
、

朝
か
ら
庭
で
思
い
切
り
走
り
回
り
鬼

遊
び
を
し
た
後
、一
緒
に
劇
を
見
る
な

ど
、
昨
年
ま
で
一
緒
だ
っ
た
１
年
生

と
、
楽
し
く
交
流
し
ま
し
た
。 

 
 

月
３
日
（
水
）
の
八
坂
地
区
の
敬
老
会

で
は
、
日
頃
か
ら
草
取
り
等
で
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
、お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
達
に
、
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
、
運
動
会

で
踊
っ
た
、
太
鼓
と
う
ち
わ
を
使
っ
た
遊
戯

を
披
露
し
て
き
ま
し
た
。
「
や
っ
ぱ
り
太
鼓

は
い
い
ね
え
～
」
「
か
わ
い
い
ね
え
～
」
と

の
言
葉
も
い
た
だ
き
、
皆
頑
張
っ
て
踊
っ
て

き
ま
し
た
。 

 

        

たけのこ保育園 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

そ
し
て
い
つ
も
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

原田泰治先生から説明を聞きました 

月
９
日
に
開
催
し
た
第
６
回
高

砂
大
学
は
、
諏
訪
方
面
へ
郷
土
視
察

に
行
き
ま
し
た
。
当
日
は
晴
天
に
恵

ま
れ
、
汗
ば
む
陽
気
と
な
り
ま
し
た

が
、

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

午
前
中
に
見
学
し
た
「
原
田
泰
治

美
術
館
」
で
は
、
原
田
先
生
自
ら
絵

画
の
説
明
を
し
て
い
た
だ
け
る
サ
プ

ラ
イ
ズ
が
あ
り
、
自
身
の
生
立
ち
や

作
品
に
込
め
た
思
い
な
ど
の
説
明
を

み
ん
な
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
諏
訪
湖
を
１
周
す
る
遊
覧

船
の
「
ス
ワ
ン
号
」
に
乗
り
ま
し
た

が
、
初
め
て
乗
る
方
も
大
勢
い
て
、

湖
の
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
の
遊
覧
は

と
て
も
気
持
ち
が
良
か
っ
た
で
す
。 

こ
の
ほ
か
、
諏
訪
大
社
下
社
春
宮

や
万
治
の
石
仏
、
お
ん
ば
し
ら
館
よ

い
さ
を
見
学
し
ま
し
た
が
、
参
加
者

か
ら
は
「
天
気
も
良
く
て
、
と
て
も

楽
し
か
っ
た
よ
」
と
の
感
想
が
多
く

聞
か
れ
ま
し
た
。 

 

第 6 回 高砂大学 

  八坂支所 人 事 異 動（10 月 1 日付） 

八坂支所産業建設係兼建設水道部上下水道課から 
丸山 達朗 

建設水道部建設課維持係から 

八坂支所産業建設係兼建設水道部上下水道課へ 

《転出》 

千国 康宏 

 

八坂支所民生係へ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

八
坂
中
学
校 
八
坂
小
学
校 

運
動
会
、
音
楽
会
、
相
撲
大
会 

は
っ
け
よ
い 

の
こ
っ
た
！ 

－5－ 

－ 

第 42 回学習総合発表会 やまびこ祭 大成功！ 

はっけよい  
のこった！ 

やさかの時間の発表 

全校合唱「ほらね、」 

八
坂
中
学
校
最
大
の
行
事
『
第
42

回
学
習
総
合
発
表
会 

や
ま
び
こ
祭
』

（
9
月
28
日
・
29
日
）
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
の
や
ま
び
こ
祭
テ
ー
マ
は

『
Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｙ 

Ｏ
Ｎ
Ｅ 

～
私
た
ち
に

し
か
で
き
な
い
こ
と
～
』
で
す
。 

 

１
日
目
に
は
、
開
祭
式
・
や
さ
か
の

時
間 

講
座
別
発
表
・
立
川
市
生
徒
会

サ
ミ
ッ
ト
報
告
・
国
語
科
作
文
発
表
・

ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム
（
体
験
講
座
）
・
ふ

れ
あ
い
運
動
会
（
大
縄
跳
び
・
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
・
障
害
物
競
走
）
を
行
い
ま
し 

た
。 

２
日
目
に
は
、
表
現
運
動
（
ダ
ン

ス
）
・
山
留
太
鼓
・
音
楽
会
・
閉
祭

式
（
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
勢
の
御
来
賓

の
皆
様
、
学
習
や
部
活
動
で
お
世
話

に
な
っ
た
皆
様
、
高
砂
大
学
を
始
め

地
域
の
皆
様
、
保
護
者
の
皆
様
に
、

こ
れ
ま
で
の
学
習
や
練
習
の
成
果
を

披
露
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
中
学
生

と
し
て
八
坂
の
未
来
を
提
案
し
、
少

人
数
な
り
に
「
自
分
た
ち
に
し
か
で

き
な
い
こ
と
」
を
追
究
で
き
た
発
表

会
に
な
り
ま
し
た
。 

 

八
坂
地
区
ふ
れ
あ
い
運
動
会
は
雨

の
た
め
中
止
と
な
り
、
残
念
で
し
た

が
、
保
育
園
と
小
学
校
は
、
一
部
の
種

目
を
体
育
館
で
披
露
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。ご
参
観
く
だ
さ
い
ま
し
た

皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
１０

月
３
日
朝
の
活
動
で
、
児
童
や
先
生

方
が
、が
ん
ば
っ
て
き
れ
い
に
し
て
く

れ
た
中
庭
ス
テ
ー
ジ
で
連
合
音
楽
会

に
出
場
す
る
５
・
６
年
生
が
歌
声
を
披

露
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

５
・
６
年
生
は
、
連
合
音
楽
会
で
も
思

う
存
分
発
揮
で
き
た
よ
う
で
、
歌
声
を
聞

い
た
方
々
か
ら
と
て
も
よ
い
合
唱
だ
っ
た

と
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

１０
月
２
日
に
開
催
さ
れ
た
「
す
も
う
大

会
」
は
、
木
曽
町
立
三
岳
小
学
校
長
の
安

藤
均
先
生
が
来
校
さ
れ
、
す
も
う
は
人
を

思
い
や
る
心
が
育
つ
事
な
ど
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

安
藤
先
生
は
、
御
嶽
海
の
中
学
時
代
の

恩
師
で
も
あ
り
、
御
嶽
海
に
つ
い
て
多
く

の
質
問
に
答
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
中

で
も
、
「
御
嶽
海
の
相
撲
は
、
負
け
る
こ

と
か
ら
始
ま
っ
た
。
小
学
生
の
時
、
負
け

た
こ
と
が
悔
し
く
て
、
そ
れ
を
バ
ネ
に
稽

古
を
し
て
強
く
な
っ
て
い
っ
た
。
」
と
い

わ
れ
た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。 

  



  

  

おらほの学校やさか   

 

コミュニティ・スクールだより 

脱穀～１０月１６日（火）～ 

悪天候と重なり、延期になった脱穀当日もあいにく

の曇り空でしたが、北澤廣佳さんと保護者１名、櫻井

校長先生、和田先生、平林先生、子どもたち１０名の

総勢１５名で無事に脱穀作業を終えることができまし

た。 

子どもたちは、足踏み脱穀機と唐箕（とうみ）に分

かれて作業を行いました。最初は足踏み脱穀機に戸惑

いながらも、徐々に稲を入れるタイミングにも慣れて

終わるころには上手に作業を行えていました。 

唐箕は北澤さんの教えを守り、最初から比較的上手

に行っていました。子どもたちをはじめ、北澤さんや

先生方、保護者からも笑顔が見え、楽しみながらの作

業になりました。 

１１月１６日（金）に収穫祭を予定しています。収

穫したもち米を使ったお餅料理、とっても楽しみです

ね！ 

 

 

八坂小学校の活動～小学５年生 田んぼ活動記録～ 

春の代掻き、もみまき、田植えに始まり、担任の和田

先生と子どもたちの当番制の水管理を経て稲刈りを迎

えました。今回の作業も北澤廣佳さんに手を貸していた

だきました。曇り空の、涼しい気候の中で作業を進める

ことができました。手刈りで行うため、鎌の使い方に苦

戦している子もいましたが、すぐにコツを掴み手慣れた

手つきで行っていき、刈り取る作業や縛った稲を運ぶ時

もバケツリレーのように一列に並び軽トラックまで運ん

でいましたが、不慣れな行動（遊び）に１人１人何束か

持ち運んだ方が早いという結論に達しました。どんな時

も遊び心を失わない姿に、感心しました。最後に稲を学

校のプールの柵にかけたと同時に雨が降り始めました。

予定より作業が早く終わり雨に降られることなく作業を

終えることができたのも、学校支援ボランテイアの渡辺

恵子さんや学年保護者３名、平林先生も応援にかけつけ

てくれたおかげです。子どもたちも感謝していました。 
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  総合的な学習の時間～「Ｃome on YASAKA」～ 

灰焼きおやき作り～９月１２日（水）～ 

「灰焼きおやきをアピールしたい！」、「もっと灰

焼きおやきの良さを知りたい！」『八坂のオリジナル

パンフレット』を作ろうということに決まり、まずは

自分たちで『おやき作り』を体験しました。学校支援

ボランテイアの北澤三恵子さんから生地のこね方や分

け方、具の作り方のポイントなど、インターネットに

は出ていない大事なポイントを教えていただきました。 

焼く時には、北澤豊繁さんから、灰の温度の確かめ

方や並べ方、焼加減のチェックの仕方などを子どもた

ちが体験して学べるようにと、アドバイスをしていた

だきました。子どもたちの感想を紹介します 

（＊生活の記録（きょうの記録）より抜粋） 

得可主 あさひ（えべしゅ あさひ）さん  

『私は「みそなす」のおやきを作りました。みそづく

りは、何回も味見をしました。でも２回目はスムーズ

にできたのでよかったです。つつむときがすごく楽し

たです。 かったです。それにうまくつつめたのでよかったです。おいしかったです。』 

沓沢 采阿（くつざわ とあ）さん 

『私の班は野菜ミックスでした。玉ねぎを切るのが苦手だったけどすばやくきったら、目がいたく

なりませんでした。おやきがおいしくできてよかったです。』 

吉田 龍馬（よしだ りょうま）くん 

『豊繁さんからもほめてもらえるようなおやきを作れてうれしかったです。メモしたことをしっか

りまとめてこれからの活動に役立てたいです。成功してとてもうれしかったです。』 

この貴重な経験から得たことを是非オリジナルパンフレットに生かして下さい。 

 

草木染め～９月２８日（金）～ 

木崎工房の坂田悦男さん（大町市在住）と３名のス

タッフが講師として来てくださり、「草木染め」を教

わりました。八坂の自然を生かした「草木染め」の作

品を『八坂のオリジナルパンフレット』と一緒に八坂

を訪れた方々にプレゼントしたいという子どもたちの

思いが詰まっています。子どもたちの感想を紹介しま

す（＊生活の記録（きょうの記録）より抜粋） 

 

 

稲垣 有希（いながき ゆき）さん 

『染めてから、みょうばん液に約２０分つけて出し、輪ゴムをとると「あら、すてき」私のは、

しましまもようになっていました。すごくキレイで、すごくおどろきました。』 

弓削 エマ（ゆげ えま）さん 

『今日は、マリーゴールドの花で染めました。スーパーボールなどで布に模様を作りました。と

ても楽しかったです。とくに、色止めをしてから輪ゴムをとってどんなもようが出来ているかを

見るのが一番の楽しみでした。』 
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育てる会 ℡：26-2306 ＨＰ：ｗｗｗ．ｓｏｄａｔｅｒｕ．ｏｒ．ｊｐ 

9 月中旬に予定していた稲刈りは、台風や長雨
の影響で、10 月 6 日ようやく収穫を迎えました。
センターの稲刈りは、全て手作業です。稲刈り・
結束・はぜかけをみんなで協力して行いました。 
今年は、10 月とは思えない、汗ばむ陽気の中の

作業でした。約 6 畝のセンターの田んぼですが、
「思ったより時間がかかるんだね」と、子どもた
ちは手作業の苦労を体感した様子でした。 

個人体験発表では,大町市八坂・美麻で生活する中で興味を持った「ここでしかできないこと」
を、実際に自分で体験し、その成果について発表します。 
全体発表では,今年は中学3年生が中心となって作ったオリジナルの脚本で劇を披露します。

32 人全員が役者となって登場し、裏方もこなします。劇中にて太鼓や民舞の演奏もあります。 

模擬店は、学園生と保護者が店主になって、色々な屋台（お好み焼き、焼きそば、とん汁

など）を出します。今年も、学園生保護者の方々が持ち味を活かした楽しいブースもありま
す。また、バザーは日頃お世話になっている地域の皆様に感謝の気持ちを込めて行うもので
す。日用品等お買い得品を用意しています。どなたも奮ってご参加ください。 

 

10 月 6 日（土）天気：晴れ 

 

 
 

日時 平成 30 年 11 月 17 日（土）～18 日（日） 

 
場所 (公財)育てる会八坂美麻学園 山村留学センター 

 

 

11 月 17 日（土） 午後 1 時～ 個人体験発表・全体発表（劇・太鼓・民舞） 

 

 

 

収穫祭のご案内 

11 月 18 日（日） 午前 10 時 45 分～  太鼓・民舞発表① 

午前 11 時 20 分～ 模擬店・バザーの開催 

 午後 1 時 20 分～ 太鼓・民舞発表②・抽選会 

木崎工房の方々は、親切丁寧に、教えて下さり

担任の和田先生や子どもたちも感謝しきりでした。

きっと、素晴らしい『八坂オリジナルパンフレッ

ト』が出来上がりますね。皆さんも、楽しみにして

いて下さい。 

 

木崎工房の坂田悦男さん 
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米寿を迎えられた方々 

 祝 
敬 

老 

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で 

今
年
度

歳
以
上
に
な
ら
れ
る
皆
さ
ま
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
９０
歳
】 

丸
山 

多
美
子
（
東
大
塚
） 

大
日
方 

光
司
（
上
篭
） 

松
島 

満
雄
（
明
野
） 

【
８９
歳
】 

仁
科 

宜
久
（
切
久
保
南
） 

寺
島 

治
保
子
（
野
平
北
） 

勝
野 

ふ
み
子
（
切
久
保
北
） 

北
澤 

直
子
（
横
瀬
） 

高
橋 

ま
す
子
（
舟
場
） 

高
橋 

初
恵
（
舟
場
） 

【
８８
歳
】 

勝
野 

大
（
切
久
保
北
） 

坂
井 

彌
一
郎
（
野
平
北
） 

寺
島 

き
く
子
（
地
志
原
） 

塚
田 

重
郎
（
相
川
） 

竹
本 

紀
元
子
（
明
野
） 

北
澤 

許
恵
（
笹
尾
） 

勝
野 

啓
司
（
押
の
田
） 

牛
越 

な
が
子
（
明
野
） 

 
 

 
 

 
 

【
順
不
同
】 

   
【
９２
歳
】 

大
日
方 

映
子
（
上
篭
） 

丸
山 

治
枝
（
大
平
） 

勝
野 

た
だ
子
（
矢
下
） 

浅
田 

富
雄
（
栃
沢
） 

小
柳 

悦
子
（
横
瀬
） 

伊
藤 

ひ
で
（
上
篭
） 

【
９１
歳
】 

縣 

松
雄
（
相
川
） 

吉
家 

壽
子
（
地
志
原
） 

浅
田 

芳
美
（
栃
沢
） 

勝
野 

芳
子 

（
切
久
保
北
） 

松
下 

富
子
（
明
野
） 

越
山 

喜
代
子
（
梨
平
） 

勝
野 

崇
弘
（
押
の
田
） 

仁
科 

淑
子
（
切
久
保
南
） 

丸
山 

友
伊
（
小
菅
） 

【
９０
歳
】 

勝
野 

み
ち
子
（
切
久
保
北
） 

勝
野 

た
く
み
（
一
の
瀬
） 

北
澤 

康
文
（
笹
尾
） 

宮
田 

満
子
（
笹
尾
） 

坂
井 

節
子
（
野
平
中
） 

寺
島 

高
教
（
野
平
北
） 

勝
野 

か
ね
子
（
塩
の
貝
） 

丸
山 

房
志
（
大
平
） 

 

  

 

 

 

【
99
歳
】 

丸
山 

智
恵
（
西
大
塚
） 

勝
野 

香
（
小
菅
） 

【
９８
歳
】 

松
井 

た
か
じ
（
一
の
瀬
） 

山
﨑 

キ
ミ
エ
（
舟
場
） 

【
９７
歳
】 

丸
山 

あ
さ
ゑ
（
栃
沢
） 

【
９６
歳
】 

縣 

た
づ
み
（
相
川
） 

遠
藤 

政
子
（
笹
尾
） 

【
９５
歳
】 

坂
井 

つ
ね
子
（
舟
場
） 

丸
山 

せ
つ
（
東
大
塚
） 

【
９４
歳
】 

北
澤 

八
千
代
（
小
松
尾
） 

麻
田 

志
げ
子
（
小
松
尾
） 

佐
藤 

こ
と
ゑ
（
野
平
南
） 

北
澤 

敏
子
（
大
平
） 

吉
原 
た
け
子
（
梨
平
） 

小
柳 

久
子
（
横
瀬
） 

【
９３
歳
】 

松
下 

重
徳
（
明
野
） 

諏
訪 

義
十
（
曽
山
） 

   

 

平
成
３０
年
度
八
坂
地
区
敬
老
会

が
１０
月
３
日
（
水
）
明
日
香
荘
で
開

催
さ
れ
、
今
年
度
中
に
７５
歳
以
上
と

な
ら
れ
る
１７９
人
の
う
ち
、
８６
人
の
皆

さ
ま
が
ご
出
席
さ
れ
ま
し
た
。 

 

式
典
で
は
、
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た

塚
田
重
郎
さ
ん
、
竹
本
紀
元
子
さ
ん
、

北
澤
許
恵
さ
ん
の
3
名
に
吉
澤
副

市
長
か
ら
お
祝
い
金
、
南
澤
敬
老
会

実
行
委
員
長
か
ら
記
念
品
が
贈
ら

れ
、
９０
歳
の
皆
さ
ま
に
は
、
八
坂
小

学
校
４
年
生
の
児
童
の
皆
さ
ん
か
ら

お
祝
い
の
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
ほ
か
、小
学
校
４
年
生
の

児
童
の
皆
さ
ん
と
、た
け
の
こ
保

育
園
の
園
児
の
皆
さ
ん
の
ス

テ
ー
ジ
発
表
や
澤
村
源
之
亟
一

座
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ミ
ニ
ス

テ
ー
ジ
を
行
な
い
、皆
さ
ん
の
ご

長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。 

  

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
し
、

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。 

 



今
年
、
3
月
に
八
坂
矢
下
地
区
の
定
住
促

進
住
宅
に
移
っ
て
き
ま
し
た
平
林
と
申
し
ま

す
。 ま

ず
初
め
に
暖
か
く
迎
え
入
れ
て
下
さ
っ
た

八
坂
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

私
た
ち
家
族
は
、
私(

友
一)

と
、
妻
の
舞
と

長
男
の
依
知
の
3
人
で
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。 

私
は
大
町
市
出
身
の
34
歳
で
、
3
年
前
に
東

京
よ
り
U
タ
ー
ン
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。妻
は

広
島
県
出
身
の
31
歳
で
す
。 

現
在
は
夫
婦
共
に
今
年
産
ま
れ
た
長
男
の
育

児
に
日
々
奮
闘
し
て
お
り
ま
す
。 

八
坂
に
移
っ
て
数
か
月
、
徐
々
に
大
量
の
虫

へ
も
少
し
ず
つ
慣
れ
、
自
然
の
中
で
人
間
ら
し

い
生
活
を
送
る
夢
を
実
現
で
き
た
と
実
感
し
て

お
り
ま
す
。 

 

矢
下
団
地
の
平
林
友
一
さ
ん
ご
一
家
の 

ご
紹
介
で
す 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す 

 

 

編

集

後

記 

編集・発行 八坂地域づくり協議会やさかだより編集委員会  ℡0261‐26‐2001 
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残
念
な
が
ら
開
催
が
か
な
わ
な

か
っ
た
「
ふ
れ
あ
い
運
動
会
」
。
自
分

で
体
を
動
か
す
機
会
を
一
つ
失
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、見
る
方
の
ス
ポ
ー

ツ
は
、
秋
の
訪
れ
と
と
も
に
盛
り
上

が
っ
て
き
ま
し
た
。駅
伝
、Ｊ
リ
ー
グ
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
、テ
レ
ビ
中
継
を

見
て
、熱
く
な
ら
れ
る
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
。 

 

私
は
と
い
う
と
、
盛
り
上
が
っ
て

い
る
の
は
プ
ロ
野
球
、応
援
し
て
い
る

チ
ー
ム
が
雌
伏
10
年
、
ペ
ナ
ン
ト

レ
ー
ス
を
制
し
ま
し
た
。
応
援
し
て
い

る
チ
ー
ム
が
勝
利
す
る
と
、気
持
ち
い

い
で
す
よ
ね
。日
常
の
嫌
な
こ
と
な
ど

を
、
一
瞬
と
は
い
え
、
忘
れ
さ
せ
て
く

れ
、
い
い
気
分
に
さ
せ
て
く
れ
る
。
こ

れ
っ
て
、ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ
力
で
す
よ

ね
。人
に
よ
っ
て
感
じ
方
は
い
ろ
い
ろ

あ
る
で
し
ょ
う
が
、
私
に
と
っ
て
は
、

ス
ポ
ー
ツ
を
観
る
こ
と
は
、日
々
を
生

き
る
中
で
、「
活
力
」
、「
糧
」
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

皆
様
も
熱
い
気
持
ち
で
ス
ポ
ー
ツ

観
戦
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

石
原
地
区
編
集
委
員 

松
下 

憲
夫 

  

こ
れ
か
ら
八
坂
で
生
活
を
し
て
い
く
抱
負
と

致
し
ま
し
て
は
、 

・
家
族
を
大
切
に
す
る 

・
自
然
を
楽
し
む 

・
地
域
の
皆
様
と
手
を
取
り
合
っ
て
八
坂
を

盛
り
上
げ
る 

・
大
町
市
の
素
晴
ら
し
さ
を
発
信
し
て
い
く 

と
あ
り
き
た
り
で
す
が
、
頑
張
っ
て
い
こ
う

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私
た
ち
家
族
は
綺

麗
な
自
然
を
探
し
て
登
山
に
行
っ
た
り
キ
ャ

ン
プ
を
し
た
り
す
る
こ
と
が
大
好
き
で
す
。

是
非
オ
ス
ス
メ
の
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
ま
し
た

ら
教
え
て
下
さ
い
ね
。 

こ
の
地
で
子
育
て
を
で
き
る
こ
と
は
子
供

に
と
っ
て
と
て
も
貴
重
で
良
い
刺
激
与
え
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
毎
朝
通
勤
途
中
に
す

れ
違
う
子
供
た
ち
の
会
釈
に
親
と
な
っ
た
私

は
と
て
も
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
地
域
の

皆
様
に
は
暖
か
く
子
供
の
成
長
を
見
守
っ
て

頂
き
、
八
坂
な
ら
で
は
の
遊
び
や
文
化
を
教

え
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

今
年
３
月
に
定
住
促
進
住
宅
に
引
っ
越
し

て
こ
ら
れ
、
地
区
行
事
に
も
積
極
的
に
参

加
さ
れ
て
い
る
平
林
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

今
回
ご
本
人
よ
り
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

大
平
地
区
編
集
委
員 

平
林 

宏
一 

  

平林友一さん・舞さん・依知（いち）くん 


